
実施計画【概要版】

１ 開催概要 <第１章>

(１) 全国育樹祭の目的

全国育樹祭は、皇族殿下による「天皇皇后両陛下お手植え樹木」のお手入れや記念式典などを通じ、

継続して森を守り育てていくことの大切さを伝える緑化行事で、昭和52年以来、都道府県の持ち回りで

開催。

本道における全国緑化行事

S36 第12回全国植樹祭

昭和天皇・皇后両陛下（苫小牧・千歳）

S62 第11回全国育樹祭

皇太子・同妃殿下（同会場）

そして「今年」

H19 第58回全国植樹祭

天皇・皇后両陛下（苫小牧）

３３年ぶり

R2 第44回全国育樹祭

皇族殿下をお迎えし

令和2年(2020年)4月
北海道

① 本道発祥の「木育」の取組を加速化
→ 森や木に触れ親しむことを通じて豊かな心を育む取組「木育」を一層推進

② 本道の魅力で参加者を「おもてなし」
→ 自慢の食や観光、道産木材の良さ、豊かな自然や文化を発信

③ 「取組の継続と広がり」の契機に
→ 取組の輪を全道、全国へと拡大

(２) 第44回全国育樹祭の開催方針 ～大会のねらい
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(３) 大会テーマ・シンボルマーク

大会テーマ： つなごう未来へ この木 この森 この緑 シンボルマーク：

令和２年６月２６日、新型コロナウイルス感染症対策に鑑み、開催を2020年から2021年に１年延期しました。

※ 以下に記載の事項は、延期決定前の4月に決定した「実施計画」の概要です。



■ 育樹等行事（圏域木育フェスタ）

より多くの方々と育樹の大切さへの思いを共有し、道民との協働による森林づくりを一層進められるよう、広大で

多様な森林を有し、木育の発祥の地でもある北海道の様々な特色を活かしながら、全道各地で育樹等行事

「圏域木育フェスタ」を実施。 [実施期間] 令和元年１０月（育樹月間）から令和２年秋期まで１年間

■ 全国育樹祭行事（本体行事）

１０月３日
（土）

● お手入れ行事（約300人）
・ 皇族殿下による樹木のお手入れ など

第５８回全国植樹祭開催地
（苫東・和みの森 ： 苫小牧市字静川）

● レセプション（約400人）
・ 緑化功労者等表彰者への祝意の場

ニューオータニイン札幌
（札幌市中央区）

１０月４日
（日）

● 式典行事（約5,000人）
・ 皇族殿下のおことば、緑化等功労者表彰、
アトラクション、おもてなし広場 など

北海道立総合体育センター
（北海きたえーる ： 札幌市豊平区）

１０月３日
（土）

○ 育林交流集会（約400人）

・ 基調講演、活動事例報告 等

共済ホール

（札幌市中央区）

○ 全国緑の少年団活動発表大会（約400人）

・ 活動発表、各種表彰、特別講演 等

北海道大学高等教育推進機構大講堂

（札幌市北区）

１０月
４日（日）

～５日（月）

○ 森林・林業・環境機械展示実演会（約15,000人）

・ 高性能林業機械等の展示実演 等

苫小牧東部地域

（苫小牧市字柏原6-187）

■ 併催・記念行事

※ ●は、皇族殿下の御臨席行事

開催前

森や木との触れ合い
木育イベント等の開催

食育等関連イベントとの連携
木育マイスターの育成

森林づくり
理解の促進と活動エリアの確保
育樹行事など参加機会の充実

木材の利用促進
道産木材の普及ＰＲ

ＣＬＴ等の新製品の開発

全

国

育

樹

祭

開

催

2020年

木育の体感
全国に発信

開催後

地域社会への貢献

《人づくり》
・創造力や行動力の育成
・多様な人との共感や絆

《社会づくり》
・自然環境の保全と共存
・企業や産業とのつながり

《まちづくり》
・森の継承と木のある暮らし
・循環型社会の形成

◎木育の輪を全国に広げる

◎森林を次代を担う子供たちに引き継ぐ
道民運動として定着取組を加速

(４) 開催概要

［主催：北海道・(公社)国土緑化推進機構］

全国育樹祭の開催を契機とした木育等の展開（イメージ）
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式典行事

全国育樹祭行事
（皇族殿下御臨席）

併催行事

記念行事

育樹等行事
（圏域木育フェスタ）

お手入れ行事

レセプション

圏域木育フェスタ

[道 央]

[道 南]

[道 北]

[オホーツク]

[十 勝]

[釧路･根室]

育林交流集会

緑の少年団活動発表大会

林業等機械展示実演会

苫小牧市

札幌市

圏域木育フェスタ

圏域木育フェスタ

圏域木育フェスタ

圏域木育フェスタ

圏域木育フェスタ

３日（土） ４日（日） ５日（月）
秋期

１０月

令和２年（2020）

令和元年（2019）

お手入れ行事 式典行事

レセプション

育林交流集会

全国緑の少年団
活動発表大会

森林・林業・環境機械展示実演会

育樹等行事（圏域木育フェスタ）

令和元年１０月～令和２年秋期まで

国民参加の
森林づくり
シンポジウム
10/12

育樹月間（10月）
からスタート １年間

(５) 開催会場

■ 行事日程のイメージ

※ 令和元年１０月の「育樹月間」をスタートとして、令和2年秋期までの１年間、様々な取組を進めます。
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苫東地域

お手入れ行事
「苫東・和みの森」

林業等機械展示実演会



２ 行事計画 <第２章～第７章>

式典行事

大会テーマ「つなごう未来へ この木 この森 この緑」に込められた思いを分かりやすく伝えるとともに、

多くの参加者に北海道の「木育」を体感してもらい、その意義を全国に発信します。また、本道の魅力やすば

らしさをおもてなしの心で伝えます。

令和２年１０月４日（日）

● 開催日：令和２年１０月４日（日）午前

● 会 場：北海道立総合体育センター (札幌市豊平区)

〈北海きたえーる〉

● 参加者：約５，０００人
北海きたえーる 式典会場のイメージ

※全体で２時間程度

式典行事プログラム案 メインアトラクションの内容（予定）

木育開花 北の大地から未来へ、そして全国へと

豊かな森林と木材に恵まれた北海道で生まれたことば「木育」。
木育に込めれられた想いを表現し、その魅力を知った子どもたちが

次の世代へと引き継ぎ、そして全国に発信します。

おもてなし広場（配置案）

ア. 屋内会場 ～北海道発祥の「木育」を体感～

イ. 屋外会場 ～北海道の食と観光～

木育コーナー

ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ

木育コーナー

休憩所

案内所

オープニングアトラクション

お手入れ行事紹介

開会のことば

三旗入場・緑の少年団入場

国歌独唱・三旗掲揚

主催者あいさつ

歓迎のことば

皇族殿下のおことば

表彰

緑の少年団活動発表

メインアトラクション

緑の贈呈

大会宣言

次期開催県あいさつ

閉会のことば

皇族殿下御発

エンディングアトラクション

▼プロローグ

▼式典

▼エピローグ

次第

※写真・図はイメージです

※写真・図はイメージです

沖縄県［令和元年］での様子

道外 約1,000人
道内 約2,500人
出演者・スタッフ 約1,500人
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